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　２月 27日（木）～３月１日（土）にかけて、新体操元日本代表の坪
つぼ い

井保
ほ

菜
な

美
み

さん
が来町されました。

　町内の園児を対象に、リボンを使った新体操競技や身体を動かすことの楽しさを伝えたあと、町内事
業者を回られ、本町の特産品や鹿児島の郷土料理などを堪能された様子でした。
　このトリガープロジェクトは今年で３年目を迎え、ＳＮＳ等から多くの情報が容易に入
手でき現地に足を運ばなくとも簡単にバーチャル体験ができる現代
において、子ども達がアスリートと直接交流することで、将来の夢
や目標へ一歩踏み出すきっかけを与えたいとの想いで実施
しています。
　今後も、子ども達の夢や目標を応援し、後押しできる
ような交流の場を作っていきたいと思います。

新体操元日本代表

坪井保菜美さんによるによる新体操新体操＆＆ヨガ教室ヨガ教室開催！開催！
新

坪坪
Ts
u b
o i
H
on
am
i

ＳＮＳ等から多くの情報が容易易易易易易易に入に入に入にににに入
験ができる現代
で、将来の夢
で実施

る

実施
　５歳から15年間新体操に打
ち込み、北京オリンピック出
場。翌年の世界選手権、種
目別４位入賞を収め引退。
　現在、新体操の指導やヨ
ガのインストラクター、講演
会や絵画アーティストなど幅
広い分野で活躍中。

保育園訪問保育園訪問

ヨ ガ 教 室ヨ ガ 教 室

青葉保育園青葉保育園

豊栄保育園豊栄保育園

柏原こども園柏原こども園
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親子リトミック親子リトミック

親子ヨガ親子ヨガ

メルカリ講座メルカリ講座 子ども食堂子ども食堂

　３月９日（日）、東串良町農村改善センターにて「子育てフェスタ in 東串良」が開催され、子ども食堂や出店
も立ち並び、終日多くの家族連れで賑わっていました。
　このイベントは、仕事や家事、育児に追われる子育て世帯を対象に、日頃のストレスを少しでも軽減し、子育
て中の親子の交流や地域交流の促進を図ることを目的として開催されました。
　会場では親子リトミックや親子ヨガが行われ、子ども達のはしゃぐ姿や楽しそうな笑い声が響き渡りました。
また、会場内に設けられた託児所に子どもをあずけてワークショップに参加し、普段なかなか取ることができない
１人の時間を有意義に過ごす方もいるようでした。
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町
内
の
幼
稚
園
・
小
学
校
・
中
学
校
で
卒
園
・

卒
業
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
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コ
ロ
ナ
禍
が
終
息
し
様
々
な
制
限
が
撤
廃
さ

れ
、
こ
れ
ま
で
に
で
き
な
か
っ
た
経
験
を
通
し

て
多
く
の
学
び
と
広
い
視
野
を
持
つ
こ
と
が
で

き
、
充
実
し
た
学
校

・
園
生
活
だ
っ
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の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
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こ
の
日
を
迎
え
た
卒
業
生
た
ち
は
、
絆
を
深

め
た
友
人
や
恩
師
、
家
族
へ
の
感
謝
の
気
持
ち

を
胸
に
、
慣
れ
親
し
ん
だ
園
舎

・
校
舎
と
の
別

れ
を
惜
し
み
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
新
た
な
一

歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

柏柏原⼩学校原⼩学校

歩歩
を
歩歩
を
歩歩

池池之原幼稚園之原幼稚園
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池池之原⼩学校之原⼩学校

東東串良中学校串良中学校
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　３月 11日（火）～ 12 日（水）、KISHIKAGAKU 
GROUP・ピュアフーズ岸プレゼンツ　レディース
プロボウリングトーナメント 2025 が肝付町の笠
之原ボウリングセンターで開催され、国内トップ
プロ36名が集結し、熱戦が繰り広げられました。
　大会終了後の 13 日にトッププロのお一人、桑
藤美紀プロが宮原町長へ表敬訪問され、ボウリン
グの技術の奥深さや本町の特産品のことなどを話
されました。

　この度、東串良町教育委員に新たに就任される
馬渡英明さんに対し、辞令交付を３月 17 日に行
いました。
　１期目の就任となり、任期は令和７年３月 16
日から令和 11 年３月 15 日までです。
　馬渡さんは、「人とのつながり・絆を大切にし
ながら頑張ります。」と抱負を述べられました。

桑藤美紀プロ表敬訪問 馬渡委員へ辞令交付

令和７年鹿屋地域自衛隊入隊（入校）者壮行会及び自衛隊募集相談員委嘱式
　３月９日（日）、鹿屋市役所にて令和７年鹿屋地域自衛隊入隊（入校）者壮行会及び自衛隊募集相談員
委嘱式が行われました。本町出身の自衛隊入隊（入校）者 成山桐慈 さんは、「こんな自衛官になりたい」
という紹介の際は、自身が目指す自衛官としての将来像を力強く語りました。
　東串良町自衛隊家族会では、引き続き本町出身の自衛隊
員の激励と、自衛隊の広報、その他行事に対する協力及び
支援をしていきます。
　また、自衛隊募集相談員として東串良町から馬渡英明氏
へ委嘱させていただきました。委嘱期間は令和７年４月１
日～令和９年３月 31 日までとなっており、自衛隊鹿児島
地方協力本部と連携のもと自衛官志願者に関する情報提供、
自衛隊募集に関する周知・広報に協力していきます。

【写真後方左より】東串良町自衛隊家族会会長 中園　慎二、自衛隊募集相談員　馬渡　英明
【写真前方左より】東串良町町長 宮原　順、令和 7年入隊者 成山　桐慈　令和 7年入隊者保護者 （敬称略）

　３月 17 日（月）、鹿児島県トラック協会より定規が寄贈され
ました。
　この定規は、児童が交通安全に気を付け事故のない毎日を過
ごせますようにという願いを込めて毎年寄贈されています。こ
れは、昭和 62 年から続いており、長年にわたり児童の交通安
全啓発に努められています。
　鹿児島県トラック協会のみなさん、ありがとうございます。

事故のない毎日を願って　～鹿児島県トラック協会　定規寄贈～
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　３月 26 日（日）、本町の多目的広場において、東串良サッカースポーツ少年団の卒団式と併せて、現
在代表を務める野添孝博さん（68）が当少年団を結成し、今年で 30 年目を迎えたことから、卒団生、保
護者、OBを交えての 30 周年記念の交流
戦が行われました。
　子どもたちは初対面のOBも多く、少
し緊張している様子でしたが、試合が始
まると白熱したゲームが行われ、久しぶ
りにボールを蹴ったOBたちは後輩たち
についていくのがやっとのようでした。

東串良サッカースポーツ少年団卒団式と30周年記念交流戦

　３月 22 日（土）～ 23 日（日）、東京都新宿区にある新宿中央公園にて、TOKYO outside festival（東
京アウトサイドフェスティバル）が開催され、出展者として参加してきました。
　このイベントは、東京都庁の真下にある公園で毎年行われており、連日多くの方々が参加され、キャ
ンプ関連、アパレル（洋服）、自動車、飲食店など様々なブースが出展されています。当日は多くの方々
に東串良町をＰＲできました。今後も積極的にＰＲを行っていきたいと思います。

東京アウトサイドフェスティバル

町長の動き町長の動き（３月）（３月）
月日 行　　　事
1日 火災防ぎょ訓練

2～ 4日 関西・愛知地域活性化起業人派遣企業現地説明会

6日 林田土地改良区 通常総会東串良町複合施設建設検討委員会
8日 ルーピンの里 30周年感謝の集い
9日 自衛隊入隊・入校者壮行会及び募集相談員委嘱式
11日 鹿児島県指導農業士・青年農業士認定証交付式
12日 東串良中学校卒業式
15日 自衛隊春のつどい
17日 池之原幼稚園卒園式
19日 男女共同参画推進懇話会委嘱状交付

月日 行　　　事

23～ 25日 東京アウトサイドフェスティバル ･工学院大学今村保忠理事長兼学長を表敬訪問（関連記事Ｐ11）

26日 交通安全町民運動推進協議会議国保運営協議会

27日

鹿児島県過疎地域協議会総会
全国市町村水産業振興対策協議会鹿児島県支部総会
鹿児島県スポーツ・コンベンションセンター整備に
係る説明会

28日 地域包括支援センター等職員派遣調印式家族経営協定締結式
31日 ピュアフーズ岸㈱新杉常務、松崎主任来庁

令和７年度から延長保育の時間が変わりました！池之原幼稚園池之原幼稚園園児募集中！園児募集中！
延長保育（預かり保育）延長保育（預かり保育） 平日 18：00まで 平日 18：00まで
・保育料、給食費（町補助あり）無料
・納入金　月額（保護者会費・教材費・絵本代など）　1,300 円

【お問い合わせ先】　池之原幼稚園　☎６３－６７７６

私たちが責任をもってお預かりします
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-- 地域を彩る４年間ありがとうございました地域を彩る４年間ありがとうございました --
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【 退 職 】
※令和７年３月31日付

江口　勝志
　総務課長
　選挙管理委員会書記長

宮脇　佑貴
　管理課総務係

清水　航平
　社会教育課社会教育係

【 係 長 】
福岡　誠也
　 建設課（水道事業）水道係長
　 〔農林水産課農林水産係長兼農政企画
係長〕

岸良　龍大
　 町づくり推進課ＤＸ推進係長兼電算係長
　〔税務課評価係長〕

吉野　朋恵
　 福祉課地域支援係長（地域包括支援
センター保健師業務担当）
　〔福祉課介護保険係長〕

本倉　誠
　 農林水産課農林水産係長兼農政企画係長
　〔建設課農地整備係長兼管理係長〕

松倉　かおり
　 総務課庶務係長兼管財係長兼政策推
進係長
　〔総務課庶務係長兼管財係長〕

草原　優作
　 税務課評価係長
　〔社会教育課社会教育係長〕

矢野　健太郎
　建設課管理係長
　〔建設課建設係長〕

松元　裕太
　建設課農地整備係長兼建設係長
　〔建設課（水道事業）水道係長〕

【 係 】
古谷　和弥
　 農林水産課畜産係
　 〔独立行政法人家畜改良センター奥羽
牧場〕

上別府　奈緒
　福祉課国保保健衛生係
　〔鹿児島県後期高齢者医療広域連合〕

松倉　佑一郎
　税務課税務係
　〔企画課企画広報係兼地域振興係〕

川満　悠貴
　企画課企画広報係兼地域振興係
　〔総務課財務係〕

坪山　聡司
　住民課戸籍係
　〔会計室会計係兼用度係
　建設課（水道事業）水道係〕

福永　弘樹
　住民課年金係兼環境係
　〔大隅肝属広域事務組合〕

【 係 】
松元　悠馬
　 農地課農地振興係
　〔税務課税務係〕

下橋　史弥
　社会教育課社会教育係
　〔福祉課国保保健衛生係〕

市村　俊涼
　総務課財務係
　〔農地課農地振興係〕

普現　侑哉
　会計室会計係兼用度係
　建設課（水道事業）水道係
　〔福祉課国保保健衛生係〕

櫛下　聖矢
　農林水産課農林水産係
　〔農林水産課畜産係〕

【派 遣 】
宮本　拓見
　農林水産省
　〔農林水産課農林水産係〕

【 再 任 用 】
甫村　良教
　建設課管理係

江口　勝志
　総務課政策推進係

令和７年度役場職員人事異動
４月１日付けで令和７年度職員人事異動をおこないました。併せて、令和６年度末の退職者をお知らせします。４月１日付けで令和７年度職員人事異動をおこないました。併せて、令和６年度末の退職者をお知らせします。

※〔　〕内は旧職名
※敬称略

【 異 動 】
※令和７年4月１日付

【 課 長 】
中島　孝一
　総務課長　選挙管理委員会書記長
　〔企画課長〕

浜屋　啓子
　企画課長
　〔議会事務局長　監査委員書記長〕

倉ヶ﨑　和治
　議会事務局長　監査委員書記長
　〔福祉課長〕

小林　真紀子
　福祉課長
　〔福祉課長補佐（国保保健衛生担当）〕

【 参 事 】
西田　瞬
　 社会教育課参事兼社会教育係長兼指
導主事
　〔鹿児島市立東谷山小学校〕

【 課 長 補 佐 】
中小野田　洋子
　福祉課長補佐（国保保健衛生担当）
　 〔福祉課技術補佐兼地域支援係長（高
齢者福祉センター勤務）〕

安松　宏隆
　町づくり推進課長補佐
　 〔町づくり推進課長補佐兼ＤＸ推進係
長兼電算係長〕

内村　大輔
　福祉課長補佐（介護保険担当）
　 〔福祉課長補佐（高齢者福祉センター
勤務）〕
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Vol

03

１年間の活動

東串良町で石見神楽を公演

人事交流で人事交流で島根県江津市島根県江津市からから東串良町東串良町へへ

東串良町での東串良町での１年１年
そして今後そして今後

　全く知り合いもいない中、期待と不安とお酒を片手に東串良町へ参りましたが、温暖で眺めが良い土地と、温かい皆
様に迎えていただき、あっという間に 1年という月日が過ぎました。
　当初、方言が全く分からず不安を抱えながらも、文化の違いに面白さを感じたことをよく覚えています。

　この 1年は、子ども交流事業で東串良町の子ども達と江津市へ行ったり、異業種交流会に参加し様々な方と地域への思い
を共有したり、五穀豊穣を祈る『棒踊り』に参加し東串良町の伝統文化に触れたり、時には職域バレーやソフトバレー大会
に参加して黄色い声援に調子に乗ったり等、公私ともに関わりを広げ、東串良町（鹿児島県）を知る機会、江津市（島根県）
を知ってもらう機会を作ることができました。

　物産館の特産品フェアで島根ブースを
出した際にも、『江津市（島根）の人！』
と色々な世代の方に声をかけていただき、
まずは「島根県江津市」という名前を鹿
児島の方々に知ってもらうミッションは、
少しずつですが進めることができたのでは
と感じています。

　１１月には江津市から招いた石見神楽を地域の方々にお見せ
することができ、また喜んでいただけたことは大変大きな出来
事でした。それを機に、『江津市へ行ってみたい』『江津市へ行っ
てきた』『互いの地域のニュースを気にかけるようになった』と
話される方とお会いする機会が増え、直接・間接問わず、交流
が広がってきていることを何より嬉しく思います。

次のミッションは『動きだし』
　今年度は、関わった方々と地域課題の解決に向け、実際
に何ができるかを探していきたいと思います。に何ができるかを探していきたいと思います。
　知る人ぞ知る、裏ミッションは未だ果たせておりません　知る人ぞ知る、裏ミッションは未だ果たせておりません
が、残りの任期も楽しみながら、少しでも地域の方々と前が、残りの任期も楽しみながら、少しでも地域の方々と前
に進みたいと思いますので、に進みたいと思いますので、
ぜひとも、ぜひとも、
　　　　　　　　（手伝ってください！）
　私事ですが、鹿児島マラソンに初めて挑戦し、両足を攣　私事ですが、鹿児島マラソンに初めて挑戦し、両足を攣
りながらも制限時間内に完走することができました！りながらも制限時間内に完走することができました！
　誰しも今、現時点が一番若く、何かを始めるのに遅いこ　誰しも今、現時点が一番若く、何かを始めるのに遅いこ
とはありません。とはありません。
　皆様も何か新しいことに挑戦してみてはいかがでしょう　皆様も何か新しいことに挑戦してみてはいかがでしょう
か？か？

新体操元日本代表の坪井さんをはじめとした、トリガープロジェクト関
係者や江津市も参加

　証明書発行や水道の閉開栓等の各種手続きを、自身のスマー
トフォンで行えるようになるための支援として、コミュニティ
（公民館）でスマホ相談所（リモート窓口）を開設！江
津市の老若男女が頑張っています！
　東串良町の皆さんも、一緒にデジタル機器を使いこな
せる格好良い大人を目指しましょう！

江江 津津 市市
 の 動動向向

向け向け 実際方々にお見せ

ののの

〝てごーしちゃんさい！〞〝てごーしちゃんさい！〞

▲関西県人会

▲春祭り「棒踊り」

▲子ども未来会議 ▲職域対抗バレーボール大会

▲錦江 大崎　特産品フェア

交
流
を
楽
し
み
ま
し
た

交
流
を
楽
し
み
ま
し
た
‼ ‼ 
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－－東串良町畜産センター駐車場内－東串良町畜産センター駐車場内－

企画課より

宮原町長が工学院大学理事長兼学長を表敬訪問宮原町長が工学院大学理事長兼学長を表敬訪問

公衆トイレを整備します公衆トイレを整備します
　令和７年第１回東串良町議会定例会において、畜産センター公衆トイレ新築工事の関連予算が決定
しました。
　施設は、東串良町畜産センター北側の駐車場内に新設します。
　近年、全国的にも大型地震等の自然災害に備えた災害用トイレの普及が進んでいます。志布志湾に
面した本町でも南海トラフ大地震などの際、水道管破裂などにより水洗トイレが使用できない状況が
想定され、避難所運営上、衛生面において必要不可欠な施設と考えています。
　また、町体育館や町民運動場、多目的広場などを
利用される町民の方々からも日頃より公衆トイレの
要望もあったところです。
　このように、利用者及び町民の利便性向上と、災
害時の一時避難所としての防災機能を兼ね備えた公
衆トイレとして、令和７年度に新築するものです。
　本年 10月の竣工を目指して、工事が始まります。
工事期間中は町民の皆様にご迷惑やご不便をお掛け
いたしますが、ご理解とご協力をお願いします。

　３月 24日（月）に、宮原町長が工学院大学理事長
兼学長の今村保忠氏を訪問しました。
　今村氏は、本町の役所出身で、東京大学教養学部基
礎科学科を卒業され、同大学理学系研究科相関理化学
課程修士課程を中途退学し、同大学教授として勤務さ
れながら理学博士（東京大学）を取得されました。そ
の後 2006 年（平成 18年）より工学院大学に勤務さ
れ、同大学先進工学部教授、副学長、先進工学部学部
長を経て、2024 年４月に学長に就任されました。ま
た同年 12月からは理事長にも就任され、学校法人と
大学のトップの役割を担われております。同大学は多
くのエンジニアを輩出し、各業界で活躍されておりま
す。今村理事長兼学長の今後益々のご活躍と工学院大
学の発展をお祈り申し上げます。

予算額　　１億２千万円
（財源は防災減災債を活用し、７割は交付税措置されますので、
町の負担は実質約３割の３千６百万円程度となります。）

完成予想図

八王子キャンパス新宿キャンパス

【お問い合わせ先】　農林水産課　☎６３－３１２３

農林水産課より
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①
〜
④
を
踏
ま
え
て
完
成
し
た
、
基
本
構
想
・

基
本
計
画
の
本
編

・
概
要
版
・
資
料
編
に
つ
い
て

掲
載
し
て
い
ま
す
。

【
本
編
】

　

３
部
構
成
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

第
１
章
は

「
構
想
策
定
の
目
的
等
」
と
し
て
、

検
討
経
緯
や
検
討
の
必
要
性
、
検
討
体
制
な
ど
を

ま
と
め
て
い
ま
す
。

　

第
２
章
は

「
基
本
構
想
」
と
し
て
、
複
合
化
対

象
施
設
の
現
状
整
理
や
立
地
選
定
、
建
設
の
コ
ン

セ
プ
ト
な
ど
を
記
載
し
て
い
ま
す
。

　

第
３
章
は

「
基
本
計
画
」
と
し
て
、
立
地
場
所

を
踏
ま
え
た
施
設
計
画

（
施
設
機
能
と
諸
室
の
基

本
機
能
）
や
概
算
事
業
費
、
事
業
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

等
を
記
載
し
て
い
ま
す
。

【
概
要
版
】

　

本
編
の
主
な
内
容
を
絞
り
込
ん
で
、
全
８
頁
に

ま
と
め
た
も
の
で
す
。

【
資
料
編
】

　

基
本
構
想

・
基
本
計
画
策
定
に
係
る
各
種
情
報

な
ど
を
と
り
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

　

複
合
施
設
建
設
に
関
す
る
情
報
に
つ
い
て
は
、
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
随
時
更
新
し
、
公
開
し
て
お
り

ま
す
。
主
な
公
開
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

令
和
５
年
７
月
に
公
募
を
実
施
し
、
２
名
の
委

員
を
選
定
し
ま
し
た
。

　

公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
に
よ
り
計
画
策
定
に

関
す
る
委
託
業
者
を
選
定
し
ま
し
た
。
企
画
提
案

を
行
っ
た
４
社
の
中
か
ら
、
業
務
実
績
や
提
案
内

容
、
十
分
な
実
施
体
制
な
ど
を
理
由
に

「
ラ
ン
ド

ブ
レ
イ
ン
・
安
井
建
築
設
計
事
務
所
共
同
企
業
体
」

を
選
定
し
ま
し
た
。

　

住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
住
民
説
明

会
、
意
見
公
募

（
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
）
な
ど
に

関
す
る
実
施
内
容
に
つ
い
て
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
に
11
回
開
催
さ
れ
た
委
員
会
の
会
議

資
料
や
会
議
録
を
す
べ
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

複
合
施
設
建
設
検
討
委
員
会

（
以
下
、
検

討
委
員
会
と
い
う
。
）
は
、
令
和
５
年
８
月

に
町
長
か
ら
諮
問
を
受
け
、
複
合
施
設
建
設

の
基
本
構
想
及
び
基
本
計
画
等
に
関
し
、
11

回
に
わ
た
る
協
議
を
経
て
、
令
和
７
年
３
月

６
日
に
柴
田
晃
宏
委
員
長
か
ら
宮
原
順
町
長

へ
、
基
本
構
想

・
基
本
計
画
等
の
答
申
が
な

さ
れ
ま
し
た
。

新
た
な
複
合
施
設
の

整
備
に
つ
い
て

⑤
基
本
構
想
・
基
本
計
画
（
完
成
版
）

①
検
討
委
員
会
の
公
募
委
員
の
募
集
に

つ
い
て

②
基
本
構
想
・
基
本
計
画
策
定
業
務
委

託
に
つ
い
て

③
住
民
参
画
機
会
に
つ
い
て

④
複
合
施
設
建
設
検
討
委
員
会
に
つ
い
て

基
本
構
想
・
基
本
計
画
（
案
）

の
答
申

公
開
し
て
い
る
情
報
等
に
つ
い
て

宮原町長へ柴田委員長より 「答申書」 の提出

１１回の協議を重ね答申される、 複合施設建設検討委員会委員の皆さん

すすす

詳

細は
コチラより
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【
選
定
の
ポ
イ
ン
ト
】

　

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
な
ど
、
今
後
想
定
さ
れ
る
災
害
を

見
据
え
て
、
町
内
で
比
較
的
災
害
リ
ス
ク
の
低
い
場
所
を
選

定
。

　

ま
ず
、
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
で
候
補
地
と
し
て
最
も
意
見
の
多

か
っ
た
場
所
は

「
総
合
体
育
館
周
辺
」
で
し
た
。

　

し
か
し
、
防
災
面
か
ら
見
た
立
地
に
関
す
る
検
討
の
際
、
地

盤
工
学
を
専
門
と
す
る
鹿
児
島
大
学
名
誉
教
授
や
地
質
リ
ス

ク
等
に
精
通
す
る
中
央
開
発
株
式
会
社
の
方
を
協
議
の
場
に

お
招
き
し
、
立
地
候
補
地
に
関
す
る
見
解
を
伺
い
ま
し
た
。

同
様
に
地
盤
工
学
が
専
門
の
鹿
児
島
大
学
教
授
に
事
前
に

伺
っ
た
液
状
化
リ
ス
ク
等
に
つ
い
て
の
見
解
を
ま
と
め
た
資
料

も
情
報
共
有
し
ま
し
た
。
そ
の
主
な
内
容
に
つ
い
て
は
次
の
①
、

②
の
と
お
り
で
す
。

①
総
合
体
育
館
周
辺
は
標
高
８
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
で
、
標
高

20

メ
ー
ト
ル
以
上
あ
る
国
道
２
２
０
号
周
辺
と
比
較
し
、

液
状
化
な
ど
大
規
模
災
害
時
の
リ
ス
ク
が
高
い
と
想
定
さ

れ
る
。
液
状
化
が
発
生
し
た
場
合
、
道
路
が
寸
断
さ
れ
る

だ
け
で
な
く
、
水
道
管
が
浮
き
上
が
り
断
水
し
、
ト
イ
レ

等
が
使
え
な
く
な
る
な
ど
、
様
々
な
被
害
の
可
能
性
が
高

ま
る
。

②
自
然
災
害
等
に
よ
り
道
路
に
影
響
が
で
た
場
合
、
国
道
は

優
先
的
に
復
旧
作
業
が
行
わ
れ
る
。
周
辺
の
民
間
商
業
施

設
か
ら
の
物
資
調
達
だ
け
で
な
く
、
外
部
か
ら
の
支
援
物

資
等
の
受
け
入
れ
な
ど
に
も
国
道
２
２
０
号
周
辺
は
適
し

て
い
る
。

※
こ
の
こ
と
か
ら
複
合
施
設
に
「
災
害
時
の
拠
点
・
避
難
所
と

な
る
場
所
」
を
求
め
る
声
も
多
く
、
防
災
拠
点
と
し
て
の

機
能
を
十
分
に
発
揮
す
る
場
所
と
し
て
期
待
で
き
ま
す
。

【
選
定
の
ポ
イ
ン
ト
】

　

複
合
施
設
へ
の
「
交
通
結
節
点
」
構
築
を
想
定
し
た
場
所

を
選
定
。

　

公
共
交
通
の
利
用
者
に
と
っ
て
移
動
し
や
す
い
環
境
を
整

え
て
い
く
た
め
に
、
複
合
施
設
と
の
連
携
や
既
存
バ
ス
停
に

お
け
る
乗
り
継
ぎ
の
利
便
性
向
上
を
目
指
す
上
で
、「
国
道

２
２
０
号
周
辺
」
へ
の
立
地
は
非
常
に
適
し
て
い
ま
す
。
今

後
の
町
内
に
お
け
る
公
共
交
通
施
策
に
お
い
て
、
複
合
施
設

利
用
者
等
の
た
め
の
タ
ク
シ
ー
事
業
展
開
な
ど
、
始
点
・
終

点
地
と
し
て
、
快
適
で
安
全
な
待
合
環
境
整
備
を
目
指
せ
る

場
所
と
な
る
こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
。

【
選
定
の
ポ
イ
ン
ト
】

　

民
間
商
業
施
設
と
の
連
携
利
用
が
期
待
で
き
る
場
所
を
選

定
。

　

「
国
道
２
２
０
号
周
辺
」
は
、
様
々
な
民
間
商
業
施
設
が

集
中
し
て
い
る
た
め
、
町
民
の
主
な
買
い
物
先
と
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
立
地
特
性
を
活
か
し
、
複
合
施
設
を
中
心
に
町

内
の
公
共
交
通
が
充
実
し
て
く
る
こ
と
で
、
買
い
物
弱
者
に

と
っ
て
も
、
買
い
物
前
後
の
時
間
を
有
効
活
用
で
き
る
快
適

な
施
設
と
な
る
こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
。

◆
防
災
の
面
か
ら

◆
公
共
交
通
の
面
か
ら

◆
買
い
物
弱
者
対
策
の
面
か
ら

第
一
候
補
地
は
「
国
道
２
２
０
号
周
辺
」
に

決
定

物産館

第一候補地
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複
合
施
設
建
設
ま
で
の
概
算
事
業
費
は
、
現
時
点
の
想
定
で
総
額
約
50
億
円
と
な
っ
て
い
ま

す
が
、
建
設
す
る
敷
地
の
地
盤
の
状
況
や
今
後
の
詳
細
設
計
、
社
会
情
勢
等
に
よ
り
変
動
す

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
土
地
の
取
得
や
敷
地
ま
で
の
道
路
整
備
に
つ
い
て
は
、
地
権

者
と
の
協
議
な
ど
を
進
め
、
今
後
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　

近
年
、
建
設
費
は
労
務
コ
ス
ト
や
資
材
コ
ス
ト
の
上
昇
に
よ
り
高
騰
し
て
い
ま
す
。
前
述
の
と

お
り
事
業
費
は
高
額
と
な
り
ま
す
の
で
、
財
源
確
保
が
重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

　

具
体
的
な
財
源
に
つ
い
て
は
、
交
付
税
措
置
の
あ
る
条
件
の
良
い
地
方
債

（
過
疎
対
策
事
業

債
、
公
共
施
設
等
適
正
管
理
推
進
事
業
債
等
）
を
活
用
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
他
、
計
画
に
沿
っ

て
取
得
可
能
な
補
助
金

（社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
等
）
を
活
用
す
る
予
定
で
す
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
「公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
る
公
共
施
設
の
統
廃
合
を

伴
う
集
約
化
・
複
合
化
事
業
と
し
て
、
全
体
の
延
床
面
積
が
減
少
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
」
や
、

「
統
合
前
の
施
設
の
廃
止
が
、
統
合
後
の
供
用
開
始
か
ら
５
年
以
内
に
行
わ
れ
る
も
の
を
対
象

と
す
る
」
な
ど
、
活
用
が
想
定
さ
れ
る
財
源
の
要
件
に
配
慮
し
な
が
ら
事
業
を
計
画
的
に
進
め

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

下
表
は
、
仮
の
事
業
費
に
対
す
る
財
源
の
内
訳
等
を
分
か
り
や
す
く
示
し
た
も
の
に
な
り
ま

す
。

　

例
え
ば
、
補
助
等
対
象
経
費
と
な
る
複
合
施
設
整
備
事
業
費
が
50
億
円
で
あ
る
と
仮
定
し

た
場
合
、
各
種
財
源
を
確
保
で
き
れ
ば
町
の
実
質
的
な
負
担
は
約
10
億
５
千
万
円
と
な
り
ま

す
。な

お
、
公
共
施
設
等
の
整
備
を
図
る
た
め
に
積
み
立
て
ら
れ
て
い
る
基
金

（
公
共
施
設
等
整

備
基
金
）
が
、
約
９
億
２
千
万
円

（
令
和
６
年
３
月
末
時
点
）
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
基
金
も

活
用
可
能
な
財
源
の
ひ
と
つ
と
な
り
ま
す
。

◆
概
算
事
業
費

◆
財
源
確
保

複
合
施
設
建
設
費
用
に
つ
い
て

財源の種類 金額

負担区分

備　　　考

国等 町

国等補助金

（例：社会資本整備総合交付金等）
15 億 15 億 -

事業費の最大４割を補助するものを活用した場合

※但し、ここでは３割補助を想定
→ 補助要件や国等の予算配分などにより、 最大補助

率で交付されるとは限らないため。

地方債

（例 ： 過疎対策事業債等※１）
35 億 24.5 億 10.5 億

元利償還金に対する交付税措置７割のものを活用した

場合

※ 本町の実質的な負担は残りの約３割（約10.5 億
円）

→地方債は 「町の借金」 ですが、 その返済におけ

る元利償還金 （元金・利息） に対して、 国から 「地

方交付税」 が配分されます。 国が借金の一部を肩

代わりしてくれるイメージです。

合　　計 50 億 39.5 億 10.5 億

【注意】 事業費 （５０億円） に地方債の利息が考慮

されていないことや交付税措置の仕組み等を踏まえ

ると正確な数値ではありません。 あくまでも 「目安」

としてご理解ください。

※１… 「過疎対策事業債」 は本町で毎年活用している地方債です。 例年、 約５億円の借入れをしていますが、 複

合施設整備の事業においては、 過疎対策事業債 （公共施設マネジメント特別分） を活用して、 大きな金額の

確保を想定しています。
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◆
複
合
施
設
の
必
要
性
に
つ
い
て

◆
財
政
の
健
全
化
に
つ
い
て

◆
複
合
施
設
の
充
て
る
財
源
に
つ
い
て

　

老
朽
化
が
進
む
公
共
施
設
は
、
今
後
さ
ら
に
改
修

・
修
繕
等
を
要
し
、
多
額
の
費
用
が

必
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。
複
数
の
施
設
を
統
合
す
る
こ
と
で
、
事
業
等
の
効
率
化
を
図
っ

て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

平
成
19
年
に

「
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法
律
」
（
財
政
健
全

化
法
）
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
法
律
の
ね
ら
い
は
、
財
政
が
悪
化
し
て
い
る
自

治
体
に
警
鐘
を
な
ら
し
、
自
治
体
が
自
立
的
に
健
全
化
へ
の
取
り
組
み
を
す
る
こ
と

を
ね
ら
い
に
し
た
も
の
で
す
。

　

国
等
の
補
助
金
や
地
方
債

（
過
疎
対
策
事
業
債
等
）
な
ど
を
活
用
予
定
で
す
。

　

全
国
各
地
で
、
自
然
災
害
に
よ
り
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
施
設
整
備
の
場

所
は
標
高
が
高
く
、
浸
水
想
定
区
域
外
で
、
液
状
化
リ
ス
ク
の
低
い
、
大
災
害
時
に
は

「
防

災
拠
点
」
と
し
て
も
機
能
す
る
場
所
に
整
備
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
財
政
健
全
化
法
で
は
、
資
金
繰
り
や
公
債
費
負
担
の
程
度
を
表
す
４
つ
の
指

標
を

「
健
全
化
判
断
比
率
」
と
し
て
い
ま
す
。
そ
の
比
率
の
う
ち
、
財
政
健
全
化
を

確
認
す
る
の
に
最
も
活
用
す
る
の
が
実
質
公
債
費
比
率
で
す
。
こ
の
比
率
が
25
％
（
早

期
健
全
化
基
準
）
を
超
え
れ
ば
早
期
に
改
善
が
必
要
と
さ
れ
、
速
や
か
に
財
政
の
健

全
化
計
画
を
策
定
し
て
健
全
化
を
図
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
比
率
が
35
％
を
超
え

れ
ば
財
政
再
生
計
画
の
策
定
が
必
要
と
な
り
、
抱
え
る
負
債
が
国
の
管
理
下
に
置
か

れ
る
こ
と
と
な
る
た
め
、
自
主
的
な
財
政
運
営
が
で
き
な
く
な
り
、
財
政
再
生
団
体

と
な
り
ま
す
。
現
在
の
本
町
の
実
質
公
債
費
比
率
は
７
．
９
％
で
あ
り
健
全
な
状
況

で
す
。

　

過
疎
対
策
事
業
債

（
有
利
な
地
方
債
で
、
７
割
が
交
付
税
措
置
）
を
活
用
す
る
こ
と
で
、

実
質
約
７
割
を
国
が
肩
代
わ
り
し
て
く
れ
ま
す
。
過
疎
法
は
令
和
３
年
４
月
１
日
か
ら
令

和
13
年
３
月
31
日
ま
で
の
10
年
間
の
時
限
立
法
で
、
残
す
と
こ
ろ
６
年
を
切
り
ま
し
た
。

こ
の
制
度
を
活
用
し
、
町
の
負
担
を
大
幅
に
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
た
め
、
選
ば
れ
る
町
で
あ
り
た
い
も
の
で
す
。
そ
の
た
め

に
は
、
住
民
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
ま
ち
づ
く
り
を
行
う
に
あ
た
り
、
住
み
た
い
町
、
住
ん
で
良

か
っ
た
町
と
な
る
た
め
の

「み
ん
な
の
拠
点
施
設
」
が
必
要
な
状
況
で
す
。

　

こ
の
健
全
な
状
況
を
維
持
す
る
た
め
に
も
、
上
段
の
説
明
に
も
あ
り
ま
す
よ
う
に
、

国
等
の
補
助
金
や
条
件
の
良
い
地
方
債
を
活
用
す
る
な
ど
し
て
、
健
全
な
財
政
運
営

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

過
疎
対
策
事
業
債
な
ど
の
地
方
債
は
、
家
庭
で
い
え
ば
住
宅
ロ
ー
ン
と
同
じ
よ
う
な
も

の
で
す
。
公
共
施
設
は
、
数
十
年
に
わ
た
り
使
用
す
る
施
設
で
す
。
後
年
度
の
世
代
も
活

用
し
て
い
く
施
設
で
も
あ
る
た
め
、
た
と
え
ば
20
年
間
の
分
割
支
払
い
な
ど
負
担
額
を
平

準
化
し
て
支
払
っ
て
い
く
こ
と
で
計
画
的
な
財
政
運
営
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

【お問い合わせ先】　企画課　☎６３－３１２２
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【お問い合わせ先】　企画課　☎６３－３１２２

企画課より

「東串良町地域公共交通計画」策定！「東串良町地域公共交通計画」策定！
　令和６年４月に設立した「東串良町地域公共交通活性化協議会（以下、「協議会」という）」による協議・
検討を経て、令和７年３月に「東串良町地域公共交通計画」を策定しました。

　少子高齢化や人口減少等の社会問題に加え、新型コロナウイルス感染症拡大により人々の外出が制
限されたことから、公共交通の利用者がさらに減少し、交通事業者や自治体の財政負担が増加するな
ど、本町における地域公共交通を取り巻く環境は厳しい状況にあります。
　また、住民生活の確保・維持のために、町民の通勤や通学、買い物等に考慮した利便性が高い持続
可能な公共交通網の構築は喫緊の課題となっています。
　以上のことから、本町の地域特性を考慮した地域公共交通の再編をすべく、地域公共交通のマスター
プランとなる「東串良町地域公共交通計画」を策定したところです。

１ 東串良町の公共交通の現状

　令和６年４月の協議会設立総会以降、計４回の協議会を開催しました。主な協議等の内容は次のと
おりです。

2 これまでの検討内容等

　住民の皆様の移動実態や公共交通に対するニーズ等の把握を目的として、令和６年８月末から９月
末にかけて、住民・民生委員・高校生に対して各種アンケートを実施しました。
　また、交通事業者・観光関連団体・物流事業者・商業施設等を対象に移動手段の供給側が抱える問
題点や、より詳細な地域住民の移動実態、ニーズを把握することを目的にヒアリング調査も実施しま
した。ご協力いただき、ありがとうございました。
　令和７年２月には、計画（素案）に対する町民の意見募集（パブリックコメント）を実施しましたが、
意見提出はありませんでした。

3 計画策定に向けての住民等参画機会

　計画には、今後の取組に関しての概要や目標等に
ついて記載しています。
　地域の実情に応じた「デマンド交通」の導入、既
存のバス停改善や建設予定の複合施設など交通拠点
の整備による乗り継ぎ利便性の向上等、今後も協議
会を通じてより具体的に検討・協議を行い、実現に
向けた取り組みを進めていきます。

4 これからの本町公共交通

　【第１回】
　　●協議会設立趣旨について
　　●本町公共交通の現状について
　　● 計画策定支援に関する業務委託の内容について

　【第２回】
　　● 公共交通に関する各種アンケート結果を踏ま

えた、本町の現状・問題点と課題について
　　●計画体系（案）について

【第３回】
　●計画（素案）について

【第４回】
　●意見募集（パブリックコメント）について
　● 計画書本編・概要版・資料編（案）の最終
調整について

本町の公共交通に関することは、町ホームペー
ジにて随時更新しています。本計画の本編・
概要版・資料編もこちらに掲載しています。
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住民課より

　東串良町の国民年金第１号被保険者数は、
令和７年１月末時点で 702 名、保険料の
納付率は令和７年１月末時点で 88.39%で
す。この納付率は、鹿屋年金事務所管轄内
の４市５町（鹿屋市・垂水市・曽於市・志
布志市・大崎町・東串良町・錦江町・南大
隅町・肝付町）の中で〝最も高い納付率〞
となっています。

スマホ決済の流れ

令和７年度 国民年金の保険料は 
月額 17,510円月額 17,510円です！ です！ 

国民年金保険料の納付方法について

令和７年度 令和７年度 民年国民年

国民年金保険料の納付方法に国国民

最も高 納付率

1. 口座振替（口座からの引き落とし）
　口座振替を利用すると、金融機関等に行く手間と時間が省けます。
　さらに、「早割（当月納付）」や「前納」で納めると、保険料が割引されます。
2. クレジットカード納付
　年金事務所に申し込み、継続的にクレジットカード会社から立替納付を行うものです。
　さらに「前納」で納めると、保険料が割引されます。
3. 納付書での納付
4. 電子納付
　ペイジー、インターネットバンキング、スマートフォン決済等もご利用いただけます。
　※ バーコードが印字されない納付書（30万円を超える金額の納付書等）については、ご利用いただけません。

令和７年度の納付書は４月上旬に日本年金機構から送付されます。

ご利用に必要なもの
納付書
スマートフォン
決済アプリ

対象決済アプリ（五十音順）

※各種決済アプリの使用方法についてはご利用の決済業者様にお問い合わせください。

au PAY PayB 楽天ペイｄ払い PayPay

① 決済アプリを
ダウンロード

○○pay

App

② 納付書に記載されている
バーコードを読み取る

請求書支払い

③ 決済内容を確認して、
パスワードを入力する

請求書支払い

決 済

日本年金機構
国民年金保険料

17,xxx 円

納
付
完
了

AEON Pay
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【お問い合わせ先】　総務課　☎６３－３１３１

総務課より

行政相談の日程について（お知らせ）行政相談の日程について（お知らせ）

一般廃棄物最終処分場跡地周辺地下水水質検査一般廃棄物最終処分場跡地周辺地下水水質検査を実施しました！を実施しました！

　唐仁地区在住の林　博久さんが行政相談委員（総務大臣委嘱）として委嘱されています。
　行政相談委員は、皆さんの身近な相談相手として、国などの役所の仕事や行政サービス、手続に関する相
談を受け付け、相談者への助言や関係行政機関に対する改善の申し入れなどを行っています。相談日時と場
所については下記のとおりです。
　なお、行事等の関係で日程・場所に変更がある場合には防災行政無線等にてお知らせします。
●相談日は、基本的に毎月第３水曜日です。
●相談時間は、午前 10時から正午までの２時間です。
●相談場所は、総合センター（団体研修室）に設置します。

日　時 場　所 日　時 場　所
４月 16日（水）

町総合センター

10月 15日（水）

町総合センター

５月 21日（水） 11月 19日（水）
６月 18日（水） 12月 17日（水）
７月 16日（水） １月 21日（水）
８月 20日（水） ２月 18日（水）
９月 17日（水） ３月 18日（水）

します。

住民課より

振替方法
①口座振替の場合 ②クレジットカードの場合　③納付書の場合

1回あたりの納付額 割　引　額 1回あたりの納付額 割　引　額
2年前納 　408,150 円 　17,010円 409,490 円 15,670円
1年前納 205,720 円 4,400円 206,390 円 3,730円
6ヶ月前納 103,870 円 1,190円 104,210 円 850円
当月未振替（早割） 17,450 円 60円
翌月未振替（通常） 17,510 円 ※割引なし　0円 17,510 円 ※割引なし　　　0円

【お問い合わせ先】　鹿屋年金事務所　お客様相談室　☎４２－５１２１（プッシュボタン①→②）
　　　　　　　　　※年金事務所は予約優先です。
　　　　　　　　　住民課　☎６３－３１０２

【お問い合わせ先】　住民課　☎６３－３１０２

　本町の岩弘地区には、昭和 63年４月から約 10年間使用されていた一般廃棄物の最終処分場跡地があり
ます。そのため町では、最終処分場の維持管理の基礎ダイオキシ
ン類対策特別措置法に基づく廃棄物の最終処分場の維持管理の基
準を定める省令第１条に基づき、毎年１回最終処分場跡地周辺の
地下水水質検査を実施しています。

　今年度の検査結果も、ダイオキシン類に
よる水質の汚染に係る環境基準調査、地
下水環境基準調査及び水道法水質基準調
査において、すべての項目で基準値以下の
数値で〝問題ありませんでした〞

国民年金前納割引制度について

お気軽にご相談下さい！
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火災防ぎょ訓練を実施しました！ ～火災への備え～火災防ぎょ訓練を実施しました！ ～火災への備え～

自衛官等募集対象者情報自衛官等募集対象者情報の提供についての提供について

　３月１日（土）、春季全国火災予防運動の行事の一環として、消防活動の連携と技術の向上を図る
ことを目的に、火災防ぎょ訓練を実施しました。
　訓練は、午前６時 30分に九州金属株式会社から建物火災が発生し、消火活動中、強風にあおられ
た火の粉が、八幡神社付近の林野へ飛び火して延焼することを想定した内容で、東串良町消防団が訓
練に参加しました。
　参加した消防団員は、もしもの火災時に、迅速かつ的確に消
火活動ができるように、また、被害を最小限に食い止めるため、
訓練を実施し、町民の生命、財産を守るため、今後も継続的に
訓練を実施します。
　なお、全国的に高齢化社会が進むなか、本町でもここ数年団
員の減少に歯止めがかからない状態にあり、今後さらに団員の
減少が進むと、非常事態に迅速に対応できない状況が懸念され
ます。このようなことから、本町消防団でも、積極的に消防団
活動に参加できる、健康でやる気のある方を募集しています。
　詳しくは、役場総務課までお願いします

　東串良町は自衛隊に対し、自衛官及び自衛官候補生の募集対象者となる翌年度 18歳及び 22歳にな
る方の情報を提供しています。
　情報提供を希望しない方は、申請により除かれます。詳細については、町ホームページをご確認いた
だくか役場総務課（0994-63-3131）までご連絡ください。

【お問い合わせ先】　総務課　☎６３－３１３１

総務課より

Ｒ ７ 年 度 自 衛 官 等Ｒ ７ 年 度 自 衛 官 等 採 用 案 内採 用 案 内
募 集 種 目 資　格 受付期間 試  験  期  日 試験会場

２回目
幹部候補曹 ２０歳以上３３歳未満の者 ４月 23日～６月６日

１次：６月 14日（土）
２次：７月 26日（土）
　　　～８月１日（金）

１次：鹿児島第２合同庁舎

１回目
一般曹候補生 １８歳以上３３歳未満の者 ３月１日～５月７日 １次：５月 24日（土）

２次：６月 21日（土）
１次：鹿屋合同庁舎
２次：川内駐屯地

１回目
自衛官候補生　　　　　１８歳以上３３歳未満の者 ３月１日～５月 29日 ６月７日（土）　　　　 ＷＥＢ試験、口述、身検

国分駐屯地

※他の公務員試験と併願されている方は担当広報官へご相談下さい。

【お問い合わせ先】自衛隊鹿児島地方協力本部　鹿屋地域事務所（鹿屋市西原４－５－１　鹿屋合同庁舎１階）
　　　　　　　　☎０９９４－４２－４３８６

申請方法　窓口申請・郵送による申請・電子申請
必要書類　本人確認書類（免許証・保険証・マイナンバーカード等）

　※ 法定代理人等が申請の場合 （除外申請対象者と法定代理人両方の免許証・保険証・マイナンバーカー
ド等）
除外申請期間　令和７年４月 25日（金）まで  ※郵送の場合、４月 25日必着
令和７年度提供対象者の方

　平成 19年４月２日～平成 20年４月１日生まれの令和７年度に 18歳になる男女
　平成 15年４月２日～平成 16年４月１日生まれの令和７年度に 22歳になる男女
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東串良保健衛生年間行事予定東串良保健衛生年間行事予定
令和７年度

福祉課より

定期予防接種は、医療機関での個別接種になります。
対象となる方には、予防接種の予診票と資料を郵送します。
資料を熟読の上、医療機関で接種してください。
※定期予防接種は、予防接種法で接種を受けるように努めなければならないと定められています。

※狂犬病集団接種・大腸がん検診…現在、日程調整中です。日程が決まり次第お知らせします。

【お問い合わせ先】　福祉課　☎６３－３１０３

乳幼児検診
各教室の対象年齢

会場　保：保健センター（☎６３－３１３１）　　各：町内各施設 
※詳しい会場等は、福祉課国保保健衛生係（☎６３－３１０３）でご確認ください。

スケジュールは、都合により
変更になる可能性があります。

●乳幼児検診 ・・・・・・３～５か月
●７か月児健診 ・・・・・６～８か月
●１歳６か月児健診
 ・・・・・・・ １歳６か月～８か月

4月4月 April 
10 日（木）　保　親子健康相談
17日（木）　保　親子健康相談
22日（火）　保　1歳 6か月児健診
23日（水）　保　ペンギン学級

7月7月 July
９日（水）　保　乳児・7か月児健診
17日（木）　保　親子健康相談
20日（日）　保　ペンギン学級
22日（火）　保　1歳 6か月児健診

8月8月 August
５日（火）　保　3歳児健診
７日（木）　保　親子健康相談
20日（水）　保　ペンギン学級
21日（木）　保　親子健康相談
24日（日）～ 25日（月）
　　　　　各　医師会健診

9月9月 September
2 日（火）　保　シャボン玉教室
10日（水）　保　乳児・7か月児健診
10日（水）～ 12日（金）
　　　　　各　肺がん検診

17日（水）　保　ペンギン学級
18日（木）　保　親子健康相談
24日（水）　保　5歳児健診

10月10月 October
４日（土）～ 5日（日） 
　　　　　保　女性検診（完全予約制）
９日（木）　保　親子健康相談
15日（水）　保　ペンギン学級
21日（火）　保　1歳６か月児健診
23日（木）　保　親子健康相談

11月11月 November
１日（土）～ 2日（日）
　　　　　保　医師会健診
５日（水）　保　乳児・7か月児健診
11日（火）　保　3歳児健診
16日（日）　保　ペンギン学級
20日（木）　保　親子健康相談
27日（木）～ 28日（金）
　　　　　各　大腸がん検診（容器配布）

12月12月 December
２日（火）　保　シャボン玉教室
２日（火）～ 4日（木）
　　　　　各　大腸がん検診（容器回収）
４日（木）　保　親子健康相談
10日（水）　保　5歳児健診
17日（水）　保　ペンギン学級
18日（木）　保　親子健康相談

1月1月 January
14 日（水）　保　乳児・7か月児健診
15日（木）　保　親子健康相談
20日（火）　保　1歳 6か月児健診
21日（水）　保　ペンギン学級

2月2月 February
３日（火）　保　3歳児健診
５日（木）　保　親子健康相談
18日（水）　保　ペンギン学級
19日（木）　保　親子健康相談

3月3月 March
３日（火）　保　シャボン玉教室
５日（木）　保　親子健康相談
11日（水）　保　乳児・7か月児健診
15日（日）　保　ペンギン学級

5月5月 May
12 日（月）～ 13日（火）
　　　　　各　女性検診（完全予約制）

14日（水）　保　乳児・7か月児健診
15日（木）　保　親子健康相談
20日（火）　保　3歳児健診
28日（水）　保　ペンギン学級

6月6月 June
５日（木）　保　親子健康相談
11日（水）　保　5歳児健診
17日（火）　保　シャボン玉教室
19日（木）　保　親子健康相談
21日（土）～ 24日（火）
　　　　　保　厚生連健診

25日（水）　保　ペンギン学級

●シャボン玉教室
 ・・・・・・・ ２歳０か月～２か月、２歳６か月～８か月
●３歳児健診 ・・・・・・・・・・・・・・・３歳３か月～５か月
● 5歳児健診（新規） ・・・令和７年度に満５歳になる幼児

予防接種
についてに
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【お問い合わせ先】　福祉課　☎６３－３１０３

福祉課より

【お問い合わせ先】　建設課　☎６３－３１２６

建設課より

肝炎ウイルスの肝炎ウイルスの無料検査無料検査についてについて

建築をする際の手続きが建築をする際の手続きが改正改正されます！されます！ ５月１日から盛土等は県の許可が必要です

令和７年度　福祉巡回相談のお知らせ令和７年度　福祉巡回相談のお知らせ

　県ではこれまでに肝炎ウイルス検査を受けたことのない方を対象に、肝炎ウイルス無料検査を実施して
います。ウイルス性肝炎は、治療をしなければ肝硬変、肝がんなどへと重症化する可能性がある病気です。
　早期発見・治療のために早めに検査を受けましょう。

令和７年４月１日以降、建築に着工する場合…

東串良町は現在、町内全域が都市計画区域外となっています。

　詳しくは、県の地域振興局
（☎ 52-2188）または建設課へお問
い合わせください。

① 県内どこでも階数２以上又は延べ面積 200㎡超（※１）
の建築をする場合、建築物の申請手続き（※ 2）が必要
となります。
※ 1 都市計画区域外の木造の場合でも必要となります。
都市計画区域内は従来どおり、原則、規模に関わら
ず手続きが必要となります。

※ 2建築基準法に基づく建築確認申請手続き

② 原則全ての新築建築物（増改築の場合は増改築部分
のみ）を省エネ基準へ適合させる必要があります。

　盛土等に伴う災害から人命を守るため、令和７年５月
１日（木）に、東串良町全域が盛土規制法に基づく規制
区域に指定されます。
　規制開始後は一定規模以上の盛土や切土、一時的な土
石の仮置きについて、安全基準に適合させるとともに、
鹿児島県の許可が必要となります。
　また、５月１日時点で行っている規制対象工事につい
ては５月 22日（木）までに届出が必要です。

【お問い合わせ先】
鹿児島県土木部監理課盛土対策室　☎ 099-286-3695

詳しくは鹿児島県のホームページをご確認ください。

県内各保健所、一部の医療機関
　※実施医療機関等の詳細は、県ホームページをご確認ください。
　※検査は予約制となっておりますので、検査を受ける機関へあらかじめご連絡ください。

お問い合わせ先
県庁感染症対策課　☎ 099（286）2724

　東串良町では、6月21日～ 24日の厚生連健診や、8月24日～ 25日及び 11月1日～ 2日の医師会
健診にて、肝炎ウイルス検査を無料で受けることができます。3 月に送付しました「健康診査申込書・アンケー
ト」にてお申し込みできますので、是非この機会に肝炎ウイルス検査を受けてみてはいかがでしょうか。
※  39歳未満の方、既に肝炎ウイルス検査を受けたことのある方は、検査を受けることができませんので
ご注意ください。

　肝属地区障がい者基幹相談支援センターの相談員による福祉巡回相談のお知らせです。東串良町役場で
は、下記の日程で開催されます。
　障害者福祉に関することなら、どんなことでも構いません。お気軽にご相談ください。

日にち ４月 10日（木）、６月 26日（木）、９月 25日（木）、12月４日（木）
時間 13時 30分～ 15時 30分
場所 役場１階相談室

肝炎ウイルス無料検査を受けましょう

実施場所

さい。

鹿児島県　肝炎　無料検査

県HP

盛土・切土 土石の仮置き
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～～安心安心・・安全安全なな
まちづくりのために～まちづくりのために～

　近年の異常気象による豪雨・台風などから、町民生活への被害等を軽減するため、下記の補
助事業を令和７年度も実施します。

制度の概要

　誰もが安心して生活できる住まいの形成を図るため、浸水のおそ
れのある住宅及び住宅の敷地において、浸水による被害の軽減を目
的として止水板などその他設置に伴う関連工事を、町内施工業者が
行う場合に費用の一部を助成します。

助 成 金 額

工事費などの１／２かつ上限 50万円
　 （同一敷地内に１回限り）

申込にあたっての留意事項

申込にあたっては事前の相談が必要です。
申込は令和 7年 4月 1日より開始します。

対 象 者

町税等の滞納がない者
町内に建つ住宅の所有者または使用者
賃貸業務等の業を目的としない者

対象となる費用

浸水の防止を目的として止水板等の購入に係る費用
止水板設置に伴う建築物、敷地の改修に係る費用
 浸水の軽減または防止を目的として、敷地のかさ上
げなどに係る費用

▼イメージ画像
▼イメージ画像

補助事業

止水板設置事業
補助金制度

建設課より
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制度の概要

　近年の異常気象による大雨や台風などの影響でがけ崩れの懸念
が高まっており、町民生活に大きな影響を与える可能性があること
から、宅地の法面災害を防止するとともに、安心・安全に暮らすま
ちづくりを推進するため、法面の吹付けや擁壁等の法面防災工事の
施工を、町内施工業者が行う場合に費用の一部を助成します。

助 成 金 額

工事費などの１／２かつ上限 100万円
　 （同一敷地内に１回限り）

申込にあたっての留意事項

申込にあたっては事前の相談が必要です。
申込は令和 7年 4月 1日より開始します。

対象となる崖

高さが２ｍを越え、角度が 30度以上の崖　

対象となる土地

町内の自己の居住の用に供する建物の土地
 建築物、公共施設または私道に崖崩れの被害がおよ
びおそれがあるもの
人工崖の場合、築造後 10年を経過している等

対 象 者

町税等の滞納がない者
 崖のある宅地を所有している、または崖
のある宅地の所有者から工事等の同意を
得ている

対象となる工事

擁壁の設置
法枠の設置
法面のＣo吹付け
擁壁の補強

※対象外
　 崩土撤去、倒木などの支障物撤去、ブロック
塀等工作物撤去、宅地造成工事の一部等

▼　令和６年度　当該補助金活用事例　▼

補助事業

法面防災事業
補助金制度

【お問い合わせ先】　建設課　☎６３－３１２６
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耐震診断　補助対象

既存住宅

制度の概要

　町内には、昭和 56年以前の建築基準法により建てられた住宅等が多く残っており、これらは震度６強
の地震で、倒壊又は崩壊する可能性が高いといわれていることから、住宅の倒壊又は崩壊を防止するとと
もに、安心・安全に暮らすまちづくりを推進するため、耐震診断費用の一部を助成します。
　また、上記耐震診断で耐震性に問題があった場合、耐震改修工事・簡易耐震改修工事費用の一部も助成
します。

- 建築物の耐震診断及び耐震改修工事の補助事業をご活用下さい -

補助事業

既存住宅耐震診
断補助金制度

補助事業

既存住宅耐震改修
工事補助金制度

助 成 金 額

助 成 金 額

対象となる費用

診断費用の2／ 3かつ上限6万円
既存住宅１棟につき１回

 耐震改修工事　耐震改修工事費用の 23／ 100 かつ上限 30
万円
 簡易耐震改修工事　簡易耐震改修工事費用の２／３かつ上限
15万円

※耐震改修工事・簡易耐震改修工事どちらか一回に限る

既存住宅の耐震診断に要する経費とする

耐震改修工事・簡易耐震改修工事　補助対象

上記耐震診断の結果、耐震性に問題があるとされた既存住宅

▼既存住宅とは
　昭和 56年５月 31日より前に建てられた住宅又は併用住宅（住宅部分
の床面積が、延べ面積の半分以上が対象）で、現在居住している住宅です。

対 象 者

 耐震診断を行う既存住宅の居住者又は所有者で、居住者と所有者が異なる場合は、当該居住者及び所有者
双方が耐震診断の実施について同意していること
町税等を滞納していないこと

対 象 者

 申込にあたっては事前の相談が必要です。
 申込期限　耐震診断　　　令和８年１月 16日

　　　　　　 耐震改修工事　令和７年 12月 19日

対象となる費用

 既存住宅の耐震改修簡易耐震改修工事に要する
経費（実施設計費及び工事監理費を含む。）

【お問い合わせ先】　建設課　☎６３－３１２６

▼

の
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【お問い合わせ先】　農林水産課　☎６３－３１２３

農林水産課より

～有機農業を知り、これからの農業を考える～　～有機農業を知り、これからの農業を考える～　有機農業研修会を開催有機農業研修会を開催

鹿児島県指導農業士・青年農業士鹿児島県指導農業士・青年農業士にに認定認定されました！されました！

　２月27日（木）、防災庁舎会議室で有機農業研修会を開催しました。町内では、現在有機農業に取り
組む農家はいませんが、有機農業の情報を伝え年々厳しくなる環境に対応するきっかけになればと、テー
マを「有機農業を知り、これからの農業を考える」と設定しました。
　当日は農家や関係機関 30名が参加し、まず温暖化による気候変動・大規模自然災害の増加が農業に
も影響している現状と、有機栽培の取組状況や国の推進している「みどりの食料システム戦略」について
農林水産課より情報提供しました。
　その後、具体的な取組事例として、㈲かごしま有機生産組合の有馬代表取締役から「有機農産物の販
売拡大へ向けた取り組みについて」と題し講演頂きました。参加した農家からは、『有機 JAS 認証につい
て理解できた』『現場の視点からの話が聞けて大変勉強になった』『今後の農業経営に活かしたい』等の
意見が聞かれました。今回の研修会は有機農業の可能性と課題について深く考える機会となりました。

　３月 11日（火）、町保健センターで認定証交付式が執り行われ、県知事代理として大隅地域振興局
迫田農政普及課長より認定証が交付され本年度は新たに４名の生産者が鹿児島県指導農業士・青年農
業士に認定されました。
　青年農業士に認定された北山さんは、「東串良町の農業が盛り上がるよう、自分にできることを取
り組んでいきたい。」と決意を述べました。

指導農業士とは… 優れた農業経営を実践し、生産組織のリーダーとして地域貢献している先導的農家で、
青年農業者等の育成に対し熱意と指導力のある認定農業者を知事が認定する制度

青年農業士とは… 農業経営・技術に関する研修を修了し、プロジェクト活動に取り組んだ地域農業振興の
中核者となりうる青年を知事が認定する制度
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幼・保・小・中の連携
園・学校・家庭・地域の連携
地域の教育力を生かして

第150回

東串良町教育委員会（役場３階）
管理課　　　６３－３１３３　主に学校教育・教育相談など
社会教育課　６３－３１３４　主に社会教育・家庭教育など

何でもお気軽
に

ご相談くださ
い。

　令和７年１月に実施された「鹿児島学力・学習状況調査」の結果が出ましたのでお知らせします。

　中学校２年生の社会が県平均を 0.3 ポイント上回りました。しかしながら，学年・教科によって差はあ

りますが，概ね県平均，もしくは下回る結果となっており，本町の課題が浮かび上がる結果となりました。

以上のような結果となりました「鹿児島学力・学習状況調査」ですが，今回から導入されたＣＢＴ方式により，

児童生徒一人一人の強みやつまずき，課題等を詳細に分析できるようになり，各教科の授業における個別

指導等にそれらを生かしながら，これまで以上に学習効果を高めていけるようになりました。今後は各学

校において授業改善を図りながら，児童生徒一人一人に確かな学力を育んでいけるよう努めていきます。

　児童生徒一人一人に確かな学力を育んでいくためには，各学校における日々の授業改善だけでなく，家

庭学習の充実を図っていくことも重要です。各学年で設定されている家庭学習における「目安時間（小学

校…10 分×学年＋ 20 分，中学校…30 分×学年＋ 60 分）」お子様が集中して学習に取り組められるよう保

護者として学習環境を整えていきながら，お子様のがんばりを褒め，励ましていただけたらと思います。「今

日は学校でどんな勉強してきたの？」等の一日の学習を振り返られる保護者の皆様方からの声かけも，お

子様にとってはきっと嬉しく，励みになるものです。

　児童生徒一人一人の学力向上を目指し，家庭と学校とでしっかり連携していきましょう。

令和７年度がスタートしました！
　東串良町教育委員会では，『夢や希望を実現しともに未来を創る東串良の人づくり～誰もが幸せや豊

かさを感じられる地域や社会を目指して～』を基本理念とし，生涯学習の観点に立った学校教育・社会

教育の推進に取り組んでいきます。

　学校教育においては，今年度も「学力向上と個性の伸張の推進」を重点施策の一つに掲げ，小・中９

年間の学習内容の系統を踏まえながら，基礎的・基本的な内容の確実な定着を図る教育の展開を目指し

ます。全児童生徒に配布したタブレットも効果的に活用しながら，子どもたちが主体的・対話的に深く

学ぶことができるよう努めていきます。

　本年度も，本町教育行政並びに幼稚園，各小・中学校の教育活動へのご理解・ご協力をよろしくお願

いします。

　○　小学校５年生【現６年生】（正答率　単位：％）

　○　中学校１年生【現２年生】（正答率 単位：％）

　○　中学校２年生【現３年生】（正答率　単位：％）

国　語 社　会 算　数 理　科

町平均 ５３．１ ５１．７ ５９．４ ５２．４

県平均 ６４．６ ６１．８ ６５．６ ６５．０

国　語 社　会 数　学 理　科 英　語

町平均 ６１．２ ５２．１ ４３．４ ５０．０ ５０．３

県平均 ６２．９ ５２．４ ４８．８ ５７．９ ５８．８

国　語 社　会 数　学 理　科 英　語

町平均 ６１．８ ４７．３ ３４．１ ４４．３ ４３．３

県平均 ６６．３ ４７．０ ４０．９ ５２．４ ５２．８

「鹿児島学力・学習状況調査」の結果をお知らせします
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地域安全ニュース　令和7年 4月号（第359号）肝付地区防犯協会　☎ 0994－65－0110　内線 583

セーフティライフ くにみ岳 みんなで つくろう
　　安全安心のまち

「車内・家内 かけ運動」推進中
Safety lifeSafety lifeSafety life
セ フテ ライフテ

　

令
和
七
年
一
月
十
五
日
（
水
）

に
内
之
浦
支
所
会
議
室
で
、
肝
付

町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
会

員
を
対
象
に
防
犯
講
話
と
交
通
安

全
講
話
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。　

　

防
犯
講
話
で
は
、
肝
付
警
察
署

員
が
県
内
・
管
内
の
う
そ
電
話
詐

欺
の
発
生
状
況

や
手
口
等
に
つ

い
て
話
し
、
身

に
覚
え
の
な
い

電
話
や
メ
ー
ル

が
き
た
時
は
、

家
族
や
警
察
に

相
談
す
る
よ
う

呼
び
か
け
ま
し

た
。

　

令
和
七
年
二
月
十
日
（
月
）
に
、

東
串
良
中
学
校
正
門
前
で
、
少
年
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
校
長
先
生
、
生
徒
会

代
表
と
で
早
朝
立
哨
と
あ
い
さ
つ
運

動
を
実
施
し
、
生
徒
の
安
全
を
サ

ポ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
底
冷
え
の
す
る
朝
に
な

り
ま
し
た
が
、
生
徒
達
は
寒
さ
に
負

け
ず
、
大
き
な
声
で
あ
い
さ
つ
を
返

し
て
く
れ
ま
し
た
。

緑と黄色ののぼり旗が、「子
ども110番の家」の目印です。
　声かけなどの被害にあった
り、不審な人を見たりした場合
の緊急避難所として、警察か
ら協力をお願いしている施設や
個人宅です。いざという時に
は、ここに駆け込みましょう。
子ども110 番の家が無い場合
は、通行人や近くの家に助け

を求めましょう。
　また、下の黄色いマグネットシートを付け
た車は、「ながら見守り活動中」の車です。困っ
たことがあった場合は、遠慮なく声をかけて
くださいね。た
だし、車には乗
らないようにし
ましょう。

　新学期が始まりました！新入学（園）児の保護者の皆様にとっては、入学・入園手続き等で忙しい時期
であり、新入学児童・園児にとっては、新しい門出と楽しい生活が始まる時期でもあります。
　例年この時期は、不審者による声かけや、交通事故が多く発生しています。地域全体で新入学児童・園
児の安全を守りましょう。
地域では
・ 地域ぐるみで登下校時の通学路等における子ども達の見
守り活動を推進しましょう。
・ 地域で「あいさつ・声掛け」を実践し、地域の連帯を深
めましょう。
・ 遊び場や通学路等に周囲からの見通しを妨げるものがな
いか、環境の整備に努めましょう。
・ 日常生活や事業活動の中で、防犯や交通安全の視点で行
う「ながら見守り活動」を実践しましょう。　

家庭では
・ 子どもと一緒に通学路の危険個所の点検や「子ども 110
番の家」など、緊急避難場所の確認をしましょう。
・ 子どもには、自分の身を守るための行動（「いかのおす
し」）を身につけさせましょう。不審者の情報があった
ら、すぐに警察に通報しましょう。
・ 登下校の際は、なるべく複数人で通学路を使用させ、寄
り道や人通りの少ない場所には行かないように指導しま
しょう。

「子ども110番の家」を確認 ＝

防
犯
講
話
を
実
施

＝

～ 東串良中学校 ～
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くらしの
掲示板
募集・イベント・お知らせ
など『くらし』に役立つ
情報をお届けします！

青
少
研
Ｇ
Ｏ
Ｇ
Ｏ
若
葉
フ
ェ
ス
タ

　

セ
ン
タ
ー
の
自
然
を
活
か
し
た
野
外
体
験
活

動
、
県
内
の
青
少
年
社
会
教
育
施
設
や
各
種
団
体

に
よ
る
ク
ラ
フ
ト
活
動
、
食
体
験
活
動
や
展
示

ブ
ー
ス
な
ど
、
こ
ど
も
の
日
を
１
日
ま
る
ご
と
楽

し
め
る
イ
ベ
ン
ト
が
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。
ぜ
ひ

ご
家
族
、
ご
友
人
と
お
越
し
く
だ
さ
い
。
詳
し
く

は
、
本
セ
ン
タ
ー
Ｈ
Ｐ
又
は
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

● 

日
時
：
５
月
５
日
（
月
）　

午
前
10
時
か
ら
午

後
３
時
ま
で

●
場
所
：
青
少
年
研
修
セ
ン
タ
ー

●
内
容
：
ど
な
た
で
も

●
申
込
：
不
要

※ 

詳
し
く
は
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。（「
青
少
年
研
修
セ
ン
タ
ー
」
で
検
索
）

問
青
少
年
研
修
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
９
（
２
９
４
）
２
１
１
１

ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
セ
ミ
ナ
ー
の
ア
ー
カ
イ

ブ
動
画
を
公
開
中

　

若
い
世
代
が
結
婚
、
妊
娠
・
出
産
、
子
育
て
、

仕
事
に
関
す
る
様
々
な
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
に
期
待

を
も
っ
て
積
極
的
に
対
応
で
き
る
よ
う
ラ
イ
フ
プ

ラ
ン
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
、
そ
の
様
子
を
動
画
に

ま
と
め
ま
し
た
。

　

鹿
児
島
出
身
の
人
気
歌
手
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン

サ
ー
が
出
演
し
た
セ
ミ
ナ
ー
で
、
当
日
参
加
し
て

い
な
い
方
で
も
気
軽
に
ご
覧
い
た
だ
け
る
内
容
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

県
公
式
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
で
公
開
し
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※ 

詳
し
く
は
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
「
ラ
イ
フ

プ
ラ
ン
」
で
検
索
し
て
く
だ
さ
い
。

問
県
庁
子
ど
も
政
策
課

　

☎
０
９
９
（
２
８
６
）
２
８
０
０

ど
も
読
書
の
日
」
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル

　

子
供
の
読
書
へ
の
関
心
を
高
め
、
読
書
活
動
に

自
発
的
に
取
り
組
む
き
っ
か
け
と
な
る
よ
う
に
、

ま
た
子
供
の
読
書
活
動
に
対
す
る
大
人
の
意
識
を

高
め
る
た
め
に
、
４
月
23
日
か
ら
５
月
12
日
ま
で

の
「
こ
ど
も
の
読
書
週
間
」
に
ち
な
み
、
様
々
な

催
し
を
実
施
し
ま
す
。

●
日
時
：
４
月
18
日
（
金
）
〜
５
月
11
日
（
日
）

●
場
所
：
鹿
児
島
県
立
図
書
館

● 

内
容
：「
毎
月
23
日
は
子
ど
も
と
い
っ
し
ょ
に

読
書
の
日
」
ポ
ス
タ
ー
原
画
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞

作
品
展
、
お
は
な
し
の
じ
か
ん
ス
ペ
シ
ャ
ル
、

み
ど
り
の
お
は
な
し
の
じ
か
ん

●
参
加
費
：
無
料

●
申
し
込
み
：
不
要

※ 

詳
し
く
は
、
県
立
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

（「
鹿
児
島
県
立
図
書
館
」
で
検
索
）

問
県
立
図
書
館
奉
仕
課
企
画
指
導
係

　

☎
０
９
９
（
２
２
４
）
９
５
１
４

世
界
自
閉
症
啓
発
デ
ー
・
発
達
障
害
啓
発

週
間
に
つ
い
て

　

毎
年
４
月
２
日
は
国
連
が
定
め
た
「
世
界
自
閉

症
啓
発
デ
ー
」、ま
た
、同
日
か
ら
８
日
ま
で
は「
発

達
障
害
啓
発
週
間
」
で
す
。

　

自
閉
症
を
は
じ
め
と
す
る
発
達
障
害
の
方
は
、

他
人
の
意
図
や
感
情
を
直
感
的
に
理
解
し
た
り
、

言
葉
を
適
切
に
使
っ
た
り
す
る
こ
と
な
ど
が
苦
手

な
場
合
が
あ
り
、
学
校
や
職
場
で
さ
ま
ざ
ま
な
問

題
や
困
難
に
直
面
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
は
、
親
の
し
つ
け
や
家
庭
環
境
が
原
因

で
は
な
く
、
脳
機
能
の
発
達
に
関
係
す
る
も
の

で
、
見
た
目
に
は
障
害
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
に

く
い
た
め
、
行
動
や
態
度
が
誤
解
さ
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　

発
達
障
害
の
特
徴
を
知
り
、
正
し
く
理
解
し
て

い
た
だ
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

※ 

詳
し
く
は
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。（「
鹿
児
島
県　

世
界
自
閉
症
啓
発
デ
ー
」

で
検
索
）

問
県
庁
障
害
福
祉
課

　

☎
０
９
９
（
２
８
６
）
２
７
４
４

Ｐ
Ｒ
Ｔ
Ｒ
届
出
期
間
に
つ
い
て

　

Ｐ
Ｒ
Ｔ
Ｒ
制
度
の
対
象
事
業
者
の
方
は
、
令
和

６
年
度
分
の
対
象
化
学
物
質
の
排
出
量
及
び
移
動

量
に
つ
い
て
の
届
出
（
Ｐ
Ｒ
Ｔ
Ｒ
届
出
）
が
必
要

で
す
。

● 

提
出
期
間
：
４
月
１
日（
火
）〜
６
月
30
日（
月
）

ま
で

●
提
出
先
：

・ 
所
在
地
が
鹿
児
島
市
内
の
事
業
所
：
鹿
児
島
市

役
所
環
境
保
全
課

・ 

所
在
地
が
鹿
児
島
市
外
の
事
業
所
：
県
庁
環
境

保
全
課

問
県
庁
子
ど
も
政
策
課

　

☎
０
９
９
（
２
８
６
）
２
８
０
０

県
産
材
利
用
の
取
り
組
み
を
募
集
し
ま

す

　

県
で
は
、
県
産
材
の
積
極
的
な
活
用
に
よ
り
、

多
く
の
人
た
ち
が
木
の
良
さ
を
実
感
で
き
る
木
造

施
設
な
ど
の
整
備
や
、
県
産
材
の
利
用
拡
大
が
期

待
で
き
る
木
製
品
の
開
発
お
よ
び
普
及
に
関
す
る

取
り
組
み
を
県
民
の
皆
様
か
ら
広
く
募
集
し
、
助

成
し
ま
す
。

●
募
集
期
間
：
４
月
９
日（
水
）〜
6
月
27
日（
金
）

● 

募
集
内
容
：
①
木
造
施
設
な
ど
の
整
備
、
②
木

製
品
の
開
発
お
よ
び
普
及

※ 

詳
し
く
は
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（「
木
と
ふ
れ

あ
う
環
境
づ
く
り
推
進
事
業
」
で
検
索
）
を
ご

覧
い
た
だ
く
か
、
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
県
庁
か
ご
し
ま
材
振
興
課

　

☎
０
９
９
（
２
８
６
）
３
３
６
６

黎
明
館
企
画
展　

新
収
蔵
品
展

　

黎
明
館
に
は
鹿
児
島
の
歴
史
・
文
化
に
関
わ
る

資
料
が
約
18
万
点
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
か
ら
、
近

年
収
蔵
し
た
資
料
や
、
未
公
開
資
料
を
中
心
に
、

歴
史
、
民
俗
、
美
術
・
工
芸
の
分
野
ご
と
に
展
示

し
、
関
連
資
料
も
交
え
て
紹
介
し
ま
す
。

●
会
期
：
３
月
11
日
（
火
）
〜
６
月
１
日
（
日
）

● 

場
所
：
歴
史
・
美
術
セ
ン
タ
ー
黎
明
館　

常
設

展
示
３
階
企
画
展
示
室

● 

休
館
日
：
毎
週
月
曜
日
（
祝
日
の
場
合
は
翌
平

日
）
毎
月
25
日
（
土
・
日
・
祝
日
の
場
合
は
開
館
） 

● 

時
間
：
９
時
〜
18
時
（
入
館
は
17
時
30
分
ま
で
）

● 

料
金
：
常
設
展
示
の
入
館
料

※  

詳
し
く
は
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

　
（「
黎
明
館
」
で
検
索
）

問
鹿
児
島
県
歴
史
・
美
術
セ
ン
タ
ー
黎
明
館

　

☎
０
９
９
（
２
２
２
）
５
３
９
６

「
子
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くらしくらしのの掲示板掲示板

I
T
ビ
ジ
ネ
ス
科
（
Ｐ
ｙ
ｔ
ｈ
ｏ
ｎ
プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
）
Ｋ
①

　

初
心
者
歓
迎
！
多
様
な
ス
キ
ル
を
身
に
付
け
た

い
方
、
資
格
取
得
し
て
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
目
指
し

た
い
方
に
お
す
す
め
で
す
。

●
募
集
期
間
：
４
月
１
日（
火
）〜
４
月
24
日（
木
）

●
定
員
：
20
名
（
最
小
実
施
人
数
10
名
）

●
訓
練
期
間
：
５
月
16
日（
金
）〜
10
月
15
日（
水
）

【
５
か
月
】

●
訓
練
時
間
：
９
時
〜
16
時
（
土
日
祝
は
休
講
）

●
必
要
経
費
：
受
講
料
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
・
資

格
受
験
料
等
は
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。）

問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
鹿
屋

　

☎
０
９
９
４
（
４
２
）
４
１
３
５

問
鹿
児
島
県
鹿
屋
高
等
技
術
専
門
学
校

　

☎
０
９
９
４
（
４
４
）
８
６
７
４

I
T
ビ
ジ
ネ
ス
科
（
Ｗ
Ｅ
Ｂ
・
生
成
Ａ

Ｉ
活
用
）
Ｋ
①

　

就
職
活
動
を
有
利
に
す
る
た
め
に
、
は
じ
め
て

の
方
で
も
最
新
の
デ
ジ
タ
ル
ス
キ
ル
が
手
に
入
り

ま
す
！

●
募
集
期
間
：
４
月
４
日（
金
）〜
６
月
３
日（
火
）

●
定
員
：
20
名
（
応
募
状
況
に
よ
り
中
止
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。）

●
訓
練
期
間
：
６
月
20
日（
金
）〜
９
月
19
日（
金
）

【
３
か
月
】

●
訓
練
時
間
：
９
時
30
分
〜
16
時
30
分
（
土
日
祝

は
休
講
）

●
必
要
経
費
：
受
講
料
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
・
資

格
受
験
料
等
は
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。）

問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
鹿
屋

　

☎
０
９
９
４
（
４
２
）
４
１
３
５

問
鹿
児
島
県
鹿
屋
高
等
技
術
専
門
学
校

　

☎
０
９
９
４
（
４
４
）
８
６
７
４

和
７
年
３
月
に
治
療
が
終
了
し
、
年
度
末
ま
で

に
申
請
が
間
に
合
わ
な
い
方
は
、
令
和
７
年
４

月
30
日
（
水
）
ま
で

※
対
象
治
療
や
助
成
額
・
助
成
回
数
な
ど
詳
し
く

は
、
二
次
元
バ
ー
コ
ー
ド
よ
り
県
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
県
庁
子
育
て
支
援
課

　

☎
０
９
９
（
２
８
６
）
２
０
８
８

令
和
７
年
度
春
「
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
」
の

開
催
に
つ
い
て

　

県
総
合
体
育
セ
ン
タ
ー
で
は
、４
月
26
日
（
土
）

に
春
「
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

幼
児
、
児
童
生
徒
と
そ
の
家
族
な
ど
に
ス
ポ
ー

ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
、
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー

ツ
等
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト

で
す
。

●
日
時
：
令
和
７
年
４
月
26
日
（
土
）
午
前
９
時

30
分
〜
午
後
３
時

●
場
所
：
県
総
合
体
育
セ
ン
タ
ー
各
運
動
施
設

●
内
容
：
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動

や
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
体
験

●
参
加
者
：
ど
な
た
で
も
参
加
可
能
（
参
加
料
無

料
）

●
申
込
み
：
事
前
申
し
込
み
有
り

※
詳
し
く
は
、
県
総
合
体
育
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
・
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
・
イ
ン
ス
タ
グ
ラ

ム
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
県
総
合
体
育
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
９
（
２
５
５
）
０
１
４
６

自
動
車
税
環
境
性
能
割
・
種
別
割
に
つ

い
て

　

自
動
車
税
環
境
性
能
割
は
、
自
動
車
を
取
得
し

た
と
き
に
、
一
度
だ
け
納
め
て
い
た
だ
く
税
金
で

す
。
営
業
用
の
自
動
車
に
は
取
得
価
額
の
最
大

２
％
、
自
家
用
の
自
動
車
に
は
取
得
価
額
の
最
大

３
％
の
税
額
が
課
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
燃
費
基
準
の
優
れ
た
自
動
車
を
取
得
し

た
場
合
は
、
税
率
が
軽
減
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。

　

一
方
、
自
動
車
税
種
別
割
は
、
毎
年
４
月
１
日

現
在
の
、
運
輸
支
局
に
登
録
さ
れ
て
い
る
自
動
車

の
所
有
者
（
使
用
者
）
に
納
め
て
い
た
だ
く
税
金

で
、
今
年
の
納
期
限
は
６
月
２
日
（
月
）
で
す
。

５
月
上
旬
に
県
か
ら
納
税
通
知
書
が
届
き
ま
す
の

で
、
納
期
限
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

　

住
所
や
氏
名
が
変
わ
っ
た
時
は
、
運
輸
支
局
と

県
へ
の
届
出
を
確
実
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

問
鹿
児
島
運
輸
支
局
登
録
部
門

　

☎
０
５
０
（
５
５
４
０
）
２
０
８
９

問
鹿
児
島
地
域
振
興
局
自
動
車
税
課

　

☎
０
９
９
（
２
６
１
）
５
６
１
１

先
進
医
療
不
妊
治
療
費
助
成
制
度
の
ご

案
内

　

県
で
は
、
不
妊
に
悩
む
ご
夫
婦
の
経
済
的
負
担

の
軽
減
を
図
る
た
め
、
保
険
適
用
の
生
殖
補
助
医

療
と
併
用
可
能
な
先
進
医
療
を
受
け
る
ご
夫
婦

に
、
治
療
費
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

●
対
象
者
：

①
保
険
適
用
に
よ
る
生
殖
補
助
医
療
と
併
用
可
能

な
先
進
医
療
（
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
不
妊

治
療
関
連
の
技
術
）
を
受
け
た
方
で
あ
る
こ

と
。

②
助
成
の
申
請
時
に
お
い
て
、
夫
も
し
く
は
妻
の

ど
ち
ら
か
一
方
ま
た
は
両
方
が
、鹿
児
島
県（
鹿

児
島
市
を
除
く
。）
に
居
住
し
て
い
る
こ
と
。

●
助
成
額
：
先
進
医
療
費
分
の
自
己
負
担
額
の
10

分
の
７
（
上
限
10
万
円
）

●
申
請
期
限
：
令
和
６
年
度
に
治
療
が
終
了
し
た

方
は
、
令
和
７
年
３
月
31
日
（
月
）
ま
で
。
令

令
和
７
年
「
春
の
農
作
業
事
故
ゼ
ロ
運

動
」
の
実
施
に
つ
い
て

　

農
作
業
事
故
の
未
然
防
止
、
安
全
対
策
の
周
知

徹
底
・
強
化
を
図
る
た
め
、
農
作
業
が
盛
ん
に
な

る
４
月
か
ら
６
月
に
「
春
の
農
作
業
事
故
ゼ
ロ
運

動
」
を
実
施
し
ま
す
。

●
農
業
機
械
の
転
落
・
転
倒
を
防
ぐ
た
め
、
ほ
場

周
辺
の
危
険
箇
所
を
確
認
し
、
改
善
・
補
強
ま

た
は
回
避
行
動
を
実
施
し
ま
し
ょ
う
。

●
ト
ラ
ク
タ
に
安
全
キ
ャ
ブ
・
安
全
フ
レ
ー
ム
を

装
着
し
、
運
転
時
に
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
、
シ
ー
ト

ベ
ル
ト
の
着
用
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

●
農
業
機
械
の
点
検
・
整
備
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

●
農
業
者
（
特
に
高
齢
農
業
者
）
へ
、
家
族
や
知

人
か
ら
の
「
声
か
け
」
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

●
こ
ま
め
に
休
憩
や
水
分
補
給
を
行
う
な
ど
、
熱

中
症
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

●
無
人
航
空
機
の
接
触
事
故
防
止
の
た
め
、
作
業

前
に
障
害
物
や
風
向
き
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

問
県
庁
経
営
技
術
課　

技
術
環
境
係

　

☎
０
９
９
（
２
８
６
）
３
１
５
５

広　

告
特殊伐採で「木がかり」解決！

その他 樹⽊管理、庭⽊剪定、
草刈りなどもお引き受けします
お⾒積もり無料

連絡先  090-9135-2035
まほら樹 代表 浦⽥ 憲明

クレーンなどの重機が⼊れない狭い場所や庭
の⼤きくなりすぎた樹⽊をロープクライミン
グと⾼度な技術を駆使し、伐採・剪定します

HP

Facebook
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ふ
る
さ
と
ギ
ャ
ラ
リ
ー

ふ
る
さ
と
ギ
ャ
ラ
リ
ー

東
串
良
町
短
歌
会　

　

短
歌
会
で
は
、
町
内
外
の
皆
様
で
、
故
郷
へ
の
想
い
や
日
常

の
素
朴
な
題
材
を
詠
っ
た
投
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。（
永
田
：
6
３

－

２
３
８
５
）

【お問い合わせ先】【お問い合わせ先】東串良町シルバー人材センター東串良町シルバー人材センター
☎：63-5401　FAX：45-6978☎：63-5401　FAX：45-6978

歯科衛生講話会の様子歯科衛生講話会の様子

町内に住む、60歳以上の方が活躍されています。
月10日程度、週 20 時間以内の就業です。

お仕事依頼も同時受付中！

広　

告

広　

告

新
聞
の
紙
面
に
カ
タ
カ
ナ
文
字
多
し

意
味
が
解
ら
ず
戸
惑
ふ
こ
の
頃

藤
元　

美
保
子

霜
降
り
て
お
湯
出
ず
困
る
冷
た
い
朝

朝
ボ
イ
ラ
ー
音
に
歓
声
上
が
る

前
田　

あ
ゆ

赤
い
月
右
に
左
に
向
き
替
え
て

車
道
の
先
で
手
招
い
て
い
る

永
田　

康
朗

変
わ
る
世
の
早
き
に
戸
惑
う
も
ど
か
し
さ

嘆
く
間
な
し
の
後
追
い
の
日
々

田
之
畑　

稔

老
い
人
も
ひ
と
り
雪
か
き
雪
下
ろ
し

厳
し
き
冬
の
北
国
映
る

三
原　

誠

※頭数は入場頭数、（　　）数は売却頭数です。なお、価格は消費税抜きです。4月セリ市は 4月16日～ 18日の予定です。※頭数は入場頭数、（　　）数は売却頭数です。なお、価格は消費税抜きです。4月セリ市は 4月16日～ 18日の予定です。

３月３月子牛セリ市子牛セリ市成績表成績表（本人申告も含む）肝属中央家畜市場（３月 17日～ 19 日）（本人申告も含む）肝属中央家畜市場（３月 17日～ 19 日）
頭数（頭） 最高価格（円） 平均価格（円） 前月比（円） 平均体重（kg）

雌
町 67 （57） 700,000 492,418 32,048 272
郡 676 （556） 801,000 499,013 27,307 270

去
勢
町 66 （59） 916,000 621,364 36,931 292
郡 707 （660） 1,048,000 646,579 36,880 294

計
町 133 （116） 916,000 556,406 30,739 282
郡 1,383 （1,216） 1,048,000 574,450 30,611 282
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●受付期間：４月 22日（火）まで
★ 簡単な審査を行いますので、下記連絡先にお電話
ください。
● 退去をされる方は、1ヶ月前までにご連絡ください。
●団地の共用部分の清掃、敷地内の雑草等の処理を
　お願いいたします。 
【お問合せ先】役場建設課建設係　☎ 63-3126

公営住宅等空き情報
（令和７年３月 12日現在）

公　営：所得に応じて家賃が毎年度変わります。
特公賃：一定以上の所得で、家賃は変わりません。　
町　営：一定以下の所得で、家賃は変わりません。

【公営】松原団地 ２戸

【公営】川西団地 １戸

【町営】第二池之原住宅 １戸

【特公賃】パークサイド池之原 １戸

【特公賃】松原団地 １戸

『
戸
籍
の
窓
』
で
は
、
個
人
情
報
保
護
の
観
点
か
ら
、
役
場
住
民
課
窓
口
等
で

申
出
の
あ
っ
た
方
の
み
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

戸
籍
の
窓

ご
冥
福
を
祈
り
ま
す

子育て支援センターひまわり館

ひまわり通信ひまわり通信
※諸事情により、活動を変更、中止させていただく場合があります。ご利用の際は青葉保育園のホームページをご確認ください。

◎
香
典
返
し
と
し
て
、
次
の
方
々
か
ら
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
寄

付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

２
月
13
日
〜
３
月
12
日

町
社
協
だ
よ
り
（
３
月
12
日
現
在
）

ひまわりカレンダー ひまわりカレンダー  【４月13日～５月12日予定表】 【４月13日～５月12日予定表】

図書だより４月号は
休載します。

３月１日現在／人口の動き
（外国人を含む）

当月 前月（前月比）
男 3,007 3,014（ ― ７）
女 3,343 3,347（ ― ４）
合　計 6,350 6,361（ ― 11）
世帯数 3,250 3,255（ ― ５）

転　入 17 出　生 1

転　出 16 死　亡 13

▼
岩
弘
下
南
の
故･

畠
中
淳
一
郎
さ
ん
の
ご
遺
族
畠
中
明
美
さ
ん
か
ら

▼
岩
弘
中
の
故･

市
園
ナ
シ
子
さ
ん
の
ご
遺
族
北
村
直
美
さ
ん
か
ら

▼
唐
仁
の
故･

松
田
ハ
ツ
エ
さ
ん
の
ご
遺
族
松
田
重
美
さ
ん
か
ら

▼
豊
栄
四
の
故･

内
西

巳
さ
ん
の
ご
遺
族
吉
田
輝
明
さ
ん
か
ら

▼
粟
町
の
故･

青
井
時
義
さ
ん
の
ご
遺
族
青
井
諒
子
さ
ん
か
ら

▼
仲
之
町
の
故･

入
來

郎
さ
ん
の
ご
遺
族
入
來
滿
子
さ
ん
か
ら

▼
岩
弘
上
の
故･

稲
村
定
雄
さ
ん
の
ご
遺
族
稲
村
エ
ミ
さ
ん
か
ら

▼
境
の
故･

堂
地
ム
ツ
子
さ
ん
の
ご
遺
族
堂
地
三
郎
さ
ん
か
ら

▼
柏
原
二
上
の
故･

児
玉
正
達
さ
ん
の
ご
遺
族
児
玉
洋
子
さ
ん
か
ら

▼
俣
瀬
西
の
故･

吉
留
德
子
さ
ん
の
ご
遺
族
吉
留
真
木
子
さ
ん
か
ら

▼
溜
水
下
西
の
故･

杉
木
道
治
さ
ん
の
ご
遺
族
杉
木
幸
男
さ
ん
か
ら

▼
大
塚
原
の
故･

下
村
薫
さ
ん
の
ご
遺
族
下
村
ヨ
シ
子
さ
ん
か
ら

日 月 火 水 木 金 土
4/13 14 15 16 17 18 19

休　館休　館 しゃぼん玉遊び 運動遊び 自由遊び ベビーマッサージ 園庭遊び 休　館休　館

20 21 22　PM休館 23 24 25 26

休　館休　館 身体測定 こいのぼり製作 自由遊び ソフト積木で
遊ぼう

ちょいトレ＆
ストレッチ 休　館休　館

27 28 29　昭和の日 30 5/1 2 3

休　館休　館 好きな遊びを
楽しもう 休　館休　館 お楽しみ会 カレンダー作り 親子ふれあい遊び 休　館休　館

4 5　こどもの日 6　振替休日 7 8 9 10

休　館休　館 休　館休　館 休　館休　館 自由遊び
（カレンダー作り）

ママ
ありがとうの日 砂場遊び 休　館休　館

11 12
休　館休　館 ままごと遊び

■お問い合わせ先
　東串良町委託事業子育て支援センターひまわり館（青葉保育園内）☎35－1555

公営住宅▶

町営住宅▶

町営住宅等の町営住宅等の
募集情報募集情報

WEB掲載中 !!WEB掲載中 !!

特公賃住宅▶

畠
中　

淳
一
郎

69
歳

岩
弘
下
南

市
園　

ナ
シ
子

83
歳

岩
弘
中

松
田　

ハ
ツ
エ

99
歳

唐
仁

内
西　

巳

91
歳

豊
栄
四

青
井　

時
義

88
歳

粟
町

入
來　

郎

89
歳

仲
之
町

稲
村　

定
雄

95
歳

岩
弘
上

堂
地　

ム
ツ
子

84
歳

境

児
玉　

正
達

87
歳

柏
原
二
上

吉
留　

德
子

87
歳

俣
瀬
西

杉
木　

道
治

74
歳

溜
水
下
西

下
村　

薫

87
歳

大
塚
原

お
誕
生
お
め
で
と
う

　

氏　

名

保
護
者

振
興
会

小
川　

心こ
は
る
 

春

隆
太
・
幸
美

古
市
団
地

出
口　

暖は
る
と大

大
悟
・
希

池
之
原
上
西
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役場
保健センター
総合センター
総合体育館
町民運動場
多目的広場
屋内ゲートボール場
池之原小学校
柏原小学校

東串良中学校
農村環境改善センター
福祉センター
地域包括支援センター
物産館
にこにこ館
柏原簡易郵便局
有機堆肥センター
円山公園管理センター

：
：
：
：
：
：
：
：
：

：
：
：
：
：
：
：
：

（63）3131
（63）3131
（63）2122
（63）9888
（63）9888
（63）9888
（63）9888
（63）2048
（63）8504

（63）2071
（63）8881
（63）4760
（63）0930
（62）8701
（63）0280
（63）0281
（63）4507
（35）1881

池
柏

総
体
運
多
屋

役
保

AED
AED
AED
AED

AED
AED

AED

AED

AED

東
改
福
福
物
に
に
経経
円

AED

AED

AED

４月の納税等

【口座引落日】 4月30日（水）

■軽自動車（全期）
★納期限までに納入しましょう。

こよみCALENDAR
※変更される場合があります。ご注意ください。

無料アプリ「マチイロ」で
広報東くしら配信中！▶ 【 android 用 】【 ios 用 】

東串良町役場ダイヤルイン番号 ごみ収集 清掃センター （63）0168

：市街地区ごみ収集
   〈毎週月・木曜日〉 7：00～8：00

：その他燃やせないごみ収集
   〈毎月第１・４・５水曜日〉 7：00～8：00

：資源ごみ収集
   〈毎月第３水曜日〉 7：00～8：00

：農村地区ごみ収集
   〈毎週火・金曜日〉 7：00～8：00

：乾電池･電球類
   〈毎月第２水曜日〉 7：00～8：00乾電池

電球類

：資源ごみ中央収集〈毎週日曜日〉
   9：00～12：00   13：00～16：00

日曜・祝日・夜間等急患の
ための当番医です。

消防案内0994-43-0119（テープ）／火事・救急は『119』番へ

日曜在宅医当番

水道漏水当番

課　　　名 直通番号
住 民 課 ６３ｰ３１０２
福 祉 課 ６３ｰ３１０３
税 務 課 ６３ｰ３１０９
会 計 室 ６３ｰ３１２１
総 務 課 ６３ｰ３１３１
まちづくり推進課 ６３ｰ３１３１
企 画 課 ６３ｰ３１２２
農 林 水 産 課 ６３ｰ３１２３
農地課・農業委員会 ６３ｰ３１２９
建 設 課 ６３ｰ３１２６
議 会 事 務 局 ６３ｰ３１３２
監 査 委 員 室 ６３ｰ３１３２
管 理 課 ６３ｰ３１３３
社 会 教 育 課 ６３ｰ３１３４

4 月 13 日 花田整形外科・リウマチ科医院 ☎ 63-1379

4 月 20 日 吉川医院 ☎ 65-2022

4 月 27 日 黎明脳神経外科医院 ☎ 63-7878

5 月 4 日 黎明脳神経外科医院 ☎ 63-7878

４月 ㈲吉田建設 ☎ 63-9976

５月 ㈱吉留組 ☎ 63-2454

日 月 火 水 木 金 土

4/11 12

13 14 15 16 17 18 19

ルーピン祭り
9：30 ～ 15：00

総
行政相談
10：00 ～ 12：00

保
親子健康相談
13：00 ～ 16：00

20 21 22 23 24 25 26

保
１歳６か月児健診
13：00 ～ 13：40

保
ペンギン学級
13：00 ～ 13：30

27 28 29 30 5/1 2 3

昭和の日 憲法記念日

4 5 6 7 8 9 10

みどりの日 こどもの日 振替休日

東
串
良
町
Ｈ
Ｐ
　
http://w

w
w
.higashikushira.com

E-m
ail　

kikaku@
higashikushira.com

発
　
行
／
東
串
良
町
企
画
課

発
行
日
／
令
和
７
年
４
月
10
日

〒
893-1693 鹿

児
島
県
肝
属
郡
東
串
良
町
川
西
1543

☎
0994-63-3122

Fax 0994-63-3138


